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どう埋める、生活実感とのかけ離れどう埋める、生活実感とのかけ離れ
令和４年度令和４年度

1616億億88千万円千万円のの黒字黒字だけどだけど

前年度（令和３年度）に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響が日常に大きく影を落としながも、財前年度（令和３年度）に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響が日常に大きく影を落としながも、財
政への影響は少なく、実質収支額は１６億８,１６５万円で、この額から前年度の実質収支額を控除した単年政への影響は少なく、実質収支額は１６億８,１６５万円で、この額から前年度の実質収支額を控除した単年
度収支は２億８,７５２万円の黒字となった令和４年度決算。９月２2 日、25 日、２６日の3 日間にわたり決算特度収支は２億８,７５２万円の黒字となった令和４年度決算。９月２2 日、25 日、２６日の3 日間にわたり決算特
別委員会が開催された。歳出は、前年度に引き続き本年度も、各事業とも感染症の影響で事業の縮小や中別委員会が開催された。歳出は、前年度に引き続き本年度も、各事業とも感染症の影響で事業の縮小や中
止を余儀なくされた代わりに、「住民自治」はどう働いたか。決算審査で明らかになった市の「今の姿」と止を余儀なくされた代わりに、「住民自治」はどう働いたか。決算審査で明らかになった市の「今の姿」と

「課題」について検証しました。「課題」について検証しました。特に注目は、特に注目は、歳出予算額に対する執行率は８８.９％で前年度と比べると歳出予算額に対する執行率は８８.９％で前年度と比べると
０. ３ポイント上昇しているものの、０. ３ポイント上昇しているものの、不用額は、ここ４年間増額傾向不用額は、ここ４年間増額傾向であり、本年度は、であり、本年度は、２２億６３万円２２億６３万円とと
市制施行後、過去最高額となった。これまで以上に事業の進捗状況、適切な予算管理をチェックしなけ市制施行後、過去最高額となった。これまで以上に事業の進捗状況、適切な予算管理をチェックしなけ
ればと感じる決算審査となった。ればと感じる決算審査となった。

２７０億２７０億６,７００万円６,７００万円２90億２90億3,4００万円3,4００万円 支収 出入
10万円単位四捨五入10万円単位四捨五入 比率比率 前年比前年比

民生費民生費 福祉などに使ったお金 87億1,000万円87億1,000万円 32.2％ 0.6％
総務費総務費 全般的な管理費（新型コロナ対策経費を含む） 36億2,100万円36億2,100万円 13.4％ △9.2％
教育費教育費 学校教育や生涯学習・スポーツ振興など 26億5,800万円26億5,800万円 9.8％ 12.7％
公債費公債費 借りているお金の返済 29億9,300万円29億9,300万円 11.1％ 4.1％
土木費 土木工事など 20億9,400万円20億9,400万円 7.7％ △11.9％
衛生費 市の衛生環境費用など 27億　200万円27億　200万円 10.0％ 6.1％
農林水産業費 農林業の振興のために 20億8,700万円20億8,700万円 7.7％ 3.7％
消防費 消防や防災のために 10億6,800万円10億6,800万円 3.9％ △50.0％
商工費 商工業振興や観光振興 6億5,400万円6億5,400万円 2.4％ 35.9％
議会費 議会活動の経費 1億7,700万円1億7,700万円 0.7％ 6.7％
その他 災害復旧費など ３億　300万円３億　300万円 1.1％ 67.5％

支出合計 270億6,700万円270億6,700万円 100％ △2.6％

基金残高合計（貯金）=188億6,400万円 市債残高合計（借金）=301億9,600万円

前年度より6億5,800万円減 前年度より10億1,800万円減
前年比

一般会計基金残高 177億2,500万円 △4.0％
財政調整基金 55億　100万円 △7.7％
減債基金 19億4,000万円 0.0％
特定目的基金 96億1,300万円 △2.8％
定額運用基金 　6億7,100万円 0.0％

特別会計基金合計 　11億3,900万円 6.8％

前年比
一般会計市債残高 245億4,000万円 △2.3％
農業集落排水 5億6,400万円 △8.5％
浄化槽施設 2,800万円 △7.4％
上水道 29億5,000万円 △4.9％
病院事業 　19億5,000万円 △4.8％
公共下水道 　1億6,400万円 △12.7％

基金には 公営企業会計　電気事業特別会計　決算
・財政調整基金 年度間の財源の変動に備えて積み立てる基金
・減債基金 市債の償還のために積み立てる基金
・特定目的基金 特定の行政目的の財源として積み立てる基金

＊公共施設整備基金・地域振興基金など全13基金

・定額運用基金 定額の資金を運用するために積み立てる基金
＊肉用牛購入資金貸付基金など全４基金

・特別会計基金 特別会計に関して積み立てる基金　全5基金

　年間総発電量 2,692,111KWh（出力制御を含む）
　年間総売電量 2,617,469KWh
　営業収益 1億400万円（590万円増加↗）
　純利益 4,200万円 （650万円増加↗）
　☀好調だった理由↗↗
　九州電力送配電株式会社による出力制御日が減少したこと、
　好天日が多かったことが理由。各指標も高い水準を維持して
　おり良好な経営状態が保たれている。

10万円単位四捨五入10万円単位四捨五入 比率比率 前年比前年比

①市税など みなさまからの税金 34億5,700万円 11.9％ 1.1％
繰入金及び繰越金 27億2,700万円 9.4％ 73.0％
財産収入及び諸収入 4億3,000万円 1.5％ △ 10.4％
使用料及び手数料 4億3,600万円 1.5％ △ 1.3％
分担金及び負担金 2億8,800万円 1.0％ △ 19.7％
寄附金 1億8,800万円 0.6％ △ 21.0％

②地方交付金 国からの配分（税金） 106億　300万円 36.5％ △　3.2％
③国庫支出金 国からの補助金など 46億5,800万円 16.0％ △ 12.6％
④県支出金 県からの補助金など 26億4,500万円 9.1％ 14.2％
⑤市債 借りたお金 22億2,700万円 7.7％ △ 25.4％
⑥その他 地方消費税交付金など 13億7,500万円 4.7％ △ 1.2％

収入合計 290億3,400万円290億3,400万円 100％ △ 1.6％

① ： 自主財源（豊後大野市自前のお金） 75億2,600万円75億2,600万円
②～⑥ ： 依存財源（国や県からのお金） 215億　800万円215億　800万円

ふるさと納税ふるさと納税
前年より前年より

4,300万円減4,300万円減➡➡

「ふるさと納税」抜本的見直しを‼ 不納欠損の件数と主な理由

充　当　※滞納額がなくなるまで実施

差し押さえた財産に対して 取立・公売・換価（＝現金化） 

③財産差し押さえ
（地方税法等の例により）

②財産調査
（金融機関や勤務先等に）

①督　促
（納期限経過の20日以内）

納期限

徹底した
調査を
敢行◆滞納処分までの流れ

12月は滞納整理
強化月間です

寄
付
額

ふるさと応援寄付金の推移（万円）
1,101件1,101件

610件610件 616件616件

762件762件

723件723件

1,418件1,418件

1,355件1,355件

生活困窮
所在不明

無財産
その他

死亡・倒産

（第83号2023.11） 233 （第83号2023.11）

貴重な自主財源である「ふるさと応援寄附金」の受入額は、Ｒ
２年度の２億7,500万円をピークに、Ｒ３年度２億2,800万円、 
Ｒ４年決算では、１億8,500万円と年々減少している。全国的に
は、対前年比１１６.２％の納税額増加と発表されている。抜本的
な見直し対策が急務だと提言する。

不納欠損処分とは･･･時効等により債権が消滅した場合
や徴収不能により債権放棄をした場合に行われる地方自治法
上の会計処理手続き。

一般会計 特
集　
決
算
審
査

特
集　
決
算
審
査



徹底審査！徹底審査！決算特別委員会決算特別委員会 委員会での質問数全９２件
全会一致で令和４年度決算認定。

今年は、全質問から１８事業の今年は、全質問から１８事業の
質疑・答弁を紹介。質疑・答弁を紹介。

豊後大野市経常収支比率

（第83号2023.11） 455 （第83号2023.11）

特
集　
決
算
審
査

特
集　
決
算
審
査

市
民
病
院
は
大
丈
夫
か
！

財
政
は
大
丈
夫
か
！

早
く
進
め
よ
。

　
　
浄
化
槽
の
個
人
移
譲

保
険
適
用
に
よ
り

特
定
不
妊
治
療
費
負
担
金
の
減

老
人
ク
ラ
ブ
の

　
手
続
き
の
簡
素
化
は

終
息
し
た
の
か

　
三
重
原
の
臭
気
問
題
は

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
も
っ
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張
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新
た
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機
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提
案
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の
？

　
　
ジ
オ
・
エ
コ
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ー
ク
に

本
年
度
も
多
数
申
請

　
　
支
障
木
伐
採
補
助
金

利
用
者
減
少
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

着
実
に
成
果
。

　
　
　
虫
歯
が
減
少

人
気
の
資
料
館
！

　
　
　
　
市
外
か
ら
も

上々
の
滑
り
出
し

　
　
全
天
候
型
体
育
施
設

高
す
ぎ
な
い
か

　
　
　
職
員
の
人
件
費

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
申
請
率　
県
内
16
位
！

影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
消
防
本
部
へ
の
出
向
は
。

定
着
す
る
の
か
。

　
　
　
　
ぶ
ん
ご
お
お
の
フ
ェ
ス
タ

正
規
医
師
が
３
名
増
え
た
が
。

麻
酔
科
１
名
・
婦
人
科
１
名
が
採
用

で
き
た
。
ま
た
県
と
大
学
の
連
携
に
よ

る
卒
後
の
３
年
目
の
総
合
診
療
科
医
師

１
名
が
地
域
医
療
に
携
わ
る
た
め
引
き

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

病
床
全
体
の
稼
働
率
は
71
％
だ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
空
床
確
保
病
床
を
除
い

た
稼
働
率
は
。

空
床
確
保
44
床
を
除
き
１
５
５
床
の

稼
働
率
は
90
・
９
％
。

利
益
が
６
億
４
９
７
６
万
円
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金
で
根
本
的
な
経

営
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
が
。

コ
ロ
ナ
補
助
金
が
な
け
れ
ば
黒
字
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
経
営
強
化

プ
ラ
ン
を
コ
ン
サ
ル
と
考
え
て
い
く
。

働
き
方
改
革
や
、
過
度
な
超
過
勤
務
な

ど
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
あ
り
、
医
師
不

足
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
診
療
単
価
を

上
げ
る
方
策
が
コ
ロ
ナ
で
出
来
な
か
っ

た
が
、
Ｒ
５
年
５
月
か
ら
診
療
収
入
は

上
が
る
と
考
え
て
い
る
。

基
金
が
Ｒ
３
年
度
１
９
５
億
円
か
ら

Ｒ
４
年
度
１
８
８
億
円
へ
減
少
。
経
常

収
支
比
率
は
87
％
か
ら
92
・
６
％
へ
悪

化
し
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

経
常
収
支
比
率
は
、
Ｒ
９
年
度
に

95
％
近
く
ま
で
上
昇
す
る
見
通
し
。

基
金
の
平
準
化
。
基
金
残
高
は
、
ど

の
く
ら
い
が
適
正
か
。

本
市
の
基
金
残
高
は
、
他
市
に
比
べ

る
と
豊
富
に
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
は

あ
る
が
、
今
後
を
見
通
す
と
豊
か
と
は

い
え
な
い
。

初
め
て
開
催
し
た「
ぶ
ん
ご
お
お
の
フ
ェ
ス
タ
」は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

Ｒ
４
年
は
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
で
12
月
25
日
に
w
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
時
期
も
悪
く
、
コ
ロ
ナ
で
出
演
者

も
減
っ
て
２
０
０
０
人
の
集
客
。「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
と
比
べ

る
と
減
っ
た
。
今
年
は
開
催
時
期
を
変
更
し
11
月
12
日
に
開
催

予
定
。

緒
方
町
の
浄
化
槽
個
人
移
譲
の
進
捗

状
況
は
。

８
月
末
現
在
、契
約
済
は
３
３
２
基
。

残
り
が
３
２
８
基
で
今
年
度
中
の
全
戸

契
約
は
難
し
い
。
戸
別
訪
問
し
た
が
コ

ロ
ナ
で
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
。

公
営
企
業
会
計
移
行
を
頭
に
入
れ
、
使

用
料
改
定
も
検
討
す
る
。

特
定
不
妊
治
療
費
負
担
金
が
、

１
８
６
万
円
の
予
算
に
対
し
不
用
額
が

１
３
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
。

Ｒ
４
年
度
よ
り
不
妊
治
療
費
が
保
険

適
用
に
な
り
、
保
険
適
用
分
は
助
成
除

外
と
な
っ
た
た
め
、
県
へ
の
負
担
金
が

減
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
数
の
推
移
と
、
書
類
手

続
き
の
簡
素
化
は
。

市
内
77
ク
ラ
ブ
で
前
年
よ
り
廃
止
が

２
ク
ラ
ブ
あ
っ
た
。
決
算
書
の
書
類
が

複
雑
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
入
力
で

き
る
部
分
は
市
で
行
な
い
、
最
低
限
の

記
入
の
み
お
願
い
し
て
い
る
。

三
重
原
の
臭
気
対
策
予
算
が
減
っ
て

い
る
が
終
息
し
た
の
か
。

臭
気
調
査
等
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
が
、
終
息
は
し
て
い
な
い
。
臭

気
は
激
減
し
て
い
る
が
ゼ
ロ
に
は
な
っ

て
い
な
く
、
安
心
は
で
き
な
い
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
使
い
道
は

朝
倉
記
念
館
の
事
業
・
こ
ど
も
医
療

費
の
事
業
・
観
光
イ
ベ
ン
ト
・
市
道
維

持
管
理
事
業
・
成
人
式
等
。
Ｒ
５
年
は
、

出
品
事
業
者
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予
定
。

返
礼
品
の
掘
り
起
こ
し
と
、
新
規
登

録
返
礼
品
の
状
況
は
。

前
年
比
、
11
事
業
所
、
約
70
商
品
の

登
録
を
お
こ
な
っ
た
。
掘
り
起
こ
し
方

法
は
、
事
業
者
か
ら
の
申
し
出
の
他
、

新
聞
紙
面
上
に
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
な

ど
。
新
規
登
録
返
礼
品
は
、
知
名
度
も

低
く
、
取
扱
量
も
少
な
い
が
、「
苔
玉

セ
ッ
ト
」
は
伸
び
て
き
て
い
る
。

重
量
野
菜
省
力
化
支
援
の
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ
の
導
入
に
つ
い
て
。

予
算
で
は
、
３
基
導
入
を
想
定
し
て

い
た
が
、
さ
と
い
も
農
家
が
１
基
の
み

の
導
入
と
な
っ
た
。
現
在
の
機
種
は

25
㎏
補
助
で
き
る

が
、
車
の
運
転
が

で
き
な
い
な
ど
動

き
が
悪
い
。

Ｒ
５
年
は
７
機

種
を
デ
モ
で
集
め

て
、
部
会
に
紹
介

し
て
い
る
。

ジ
オ
パ
ー
ク
・
エ
コ
パ
ー
ク
で
本
市

に
ど
の
く
ら
い
の
人
が
来
た
の
か
。
商

工
観
光
課
が
直
で
や
る
事
業
だ
か
ら
数

字
は
把
握
し
な
い
と
。

屋
外
の
無
料
施
設
の
た
め
、
人
数
は

把
握
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
近
年

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
位
置
情
報
で
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ツ
ー
リ

ズ
ム
大
分
に
照
会
し
て
い
る
。

Ｒ
４
年
度
と
Ｒ
５
年
度
の
自
治
会
か

ら
の
申
請
数
は
。

Ｒ
４
年
度
77
件
、
Ｒ
５
年
度
は
現
在

72
件
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
が

減
っ
て
い
る
が
。見
直
し
等
の
考
え
は
。

Ｒ
４
年
度
は
、
利
用
者
１
万
９
１
３ 

３
人
、
前
年
比
97
・
２
％
の
利
用
で
し

た
。コ

ロ
ナ
禍

の
影
響
で
利

用
者
低
下
が

進
む
。
公
共

交
通
体
系
の

大
幅
な
見
直

し
を
今
後
検

討
し
た
い
。

小
中
学
校
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施

状
況
と
虫
歯
の
状
況
は
。

Ｒ
４
年
度
は
、
小
学
生
で
90
・
７
％
、

中
学
生
で
73
・
９
％
実
施
。

虫
歯
の
本
数
は
、
12
歳
児
の
検
査
で

は
Ｈ
24
年
度
が
２
・
95
本
で
し
た
が
、

０
・
93
本
に
減
少
と
成
果
が
で
て
い
る
。

来
館
者
数
は
。

　
開
館
以
来
２
万

９
千
人
。
Ｒ
４
年

度
は
１
万
１
千

人
。
65
％
が
市

内
。
30
％
が
県
民
。

５
％
が
県
外
か
ら

の
来
館
。

３
億
６
千
万
円
で
建
設
し
た
施
設
の

利
用
状
況
は
。

Ｒ
５
年
４
月
30

日
に
オ
ー
プ
ン
し
、

２
５
０
１
名
の
利
用

を
い
た
だ
く
。
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
吹
奏
楽
、

関
西
か
ら
の
合
宿
等

に
利
用
さ
れ
た
。

市
の
職
員
給
与
費
が
県
内
で
１
番
高

い
と
の
記
事
が
出
て
い
る
が
。

東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
の
記
事
で｢

公
務
員
の
年
収｣

が
高
い
自
治
体
ラ
ン

キ
ン
グ
ト
ッ
プ
３
０
０
が
発
表
さ
れ
、

本
市
は
全
国
１
４
４
位
で
県
内
１
位
と

な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
の
給
与
水
準
は
、
各
自
治
体
の
平

均
年
齢
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
点
に
は

留
意
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
職
員
の

平
均
年
齢
の
高
い
本
市
は
給
与
水
準
が

高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
一
般
的
な
給

与
水
準
の
比
較
は
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
を
用
い
ま
す
の
で
、
そ
の
指
数
で
見

る
と
県
内
９
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
対
応
業
務
委
託
料
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
申
請
手
続

き
等
）
１
６
２
５
万
円
の
決
算
と
な
っ

た
が
、
申
請
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
Ｒ
５
年
８
月
末
現
在
、

申
請
率
は
79・05
％

　
県
平
均
は
、
81
・
67
％

　
県
順
位
16
位
／
18
市
町
村
中

　
全
国
平
均
は
、
80
・
48
％

Ｒ
４
年
度
ま
で
い
た
正
規
本
庁
職
員

の
消
防
本
部
へ
の
出
向
が
無
く
な
っ
た

影
響
は
。

本
庁
職
員
の
出
向
は
無
く
な
っ
た

が
、
以
前
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
消
防

団
と
密
に
連
携
を
取
り
合
っ
て
行
な
っ

て
い
る
。

議員議員 議員

議員議員議員議員

議員議員議員議員

議員議員議員 議員 議員

議員 議員

議員

議員議員 議員 答弁答弁答弁 答弁

答弁答弁答弁答弁

答弁答弁答弁答弁

答弁答弁答弁

答弁

答弁

答弁 答弁

答弁

答弁答弁

表示される質問に「はい」
か「いいえ」で最後まで
回答していくだけで、か
んたんに申請方法がわ
かります。

マイナンバーカード
申請方法診断チャート

143 位　　千代田区 年収 662.1 万円 40.3 歳
144 位　豊後大野市 年収 662.0 万円 45.6 歳 ＊参考

★
経
常
収
支
比
率
と
は
・
・
・ 

そ
の
団
体
の
財
政

構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
で
、
毎
年
度
経
常
的
に

収
入
さ
れ
る
一
般
財
源
（
地
方
税
、
普
通
交
付
税
な

ど
）
の
う
ち
、
経
常
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
）
に
充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
の
割
合
の

こ
と
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
臨
時
の
財
政
需
要

や
、
団
体
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
し
た
事
業
の
実
施

が
難
し
く
な
る
。
一
般
的
に
は
、
80
％
以
下
が
良
い

と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
全
国
的
に
財
政
が
厳
し

い
た
め
、
80
％
を
超
え
る
団
体
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

大
分
県
内
の
市
町
で
は
、
ど
こ
も
80
％
以
下
の
自
治

体
は
な
い
。（％）



2億7,886万5千円 一般会計予算総額２94億2,711万円

9月29日議決　第5号補正予算の一部を紹介

追加

（第83号2023.11） 677 （第83号2023.11）

第３回定例会ミニ解説第３回定例会ミニ解説・・・9月1日～9月29日に次について審議されました。

議会は通常年に４回開催され、9 月議会は今年になって 3 回目の議会なので第 3 回定例会といい
ます。通常の条例改正や補正予算の審議に加え、決算特別委員会を開催（詳細 P2 ～ P5）、来年度予
算編成への提言をするために議会版事務事業評価（詳細 P16・P17）も期間中に実施しました。

報告３件・認定10件 議案　13件

諮問　２件

令和 4 年度の決算審査等、監査
委員から市の財政、一般会計や国民
健康保険特別会計他 5 つの特別会
計、電気事業特別会計他 3 つの公
営企業会計の審査意見書の報告と教
育委員会から執行状況点検評価報告
がありました。

・条例一部改正　5件
・工事請負契約の締結　1件
・財産の取得　　　　　1件
・財産の無償譲渡　1件
・補正予算　5会計

・人権擁護委員　推薦追加議案 １件

以上26議案について慎重に審議し可決、請願2件（詳細P18）は不採択されました。

・工事請負契約の締結　1件
　緒方保育園園舎新築（建築主体）工事

令和 5 年度一般会計補正予算（第 5 号）

第3回定例会
（議案）

妊婦さんの産科医療機関までの交通費相当分の助成！

子ども食堂が大野町に開設！

地域子育て支援センター委託料　増

畑地化促進事業（新規事業） 椎茸生産基盤整備事業

スポーツ施設管理事業　

工事請負契約の締結について 財産の取得

財産の無償譲渡

新型コロナウイルスワクチン予防接種事業

★妊産婦健診及び出産時の経済的負担の軽減を図る

子どもの居場所づくり推進事業補助金
準備経費に対する補助金（1カ所につき）

国の補助基準改正による

国の事業採択による補助金を豊後大野市
農業再生協議会へ交付

補助対象者が確定したことに伴う
補助金の増

ネーミングライツ標示看板を設置する

基礎及び本体工事に対する負担金

契約相手：山村電設・佐伯電業社特定建設工事共同企業体
契約金額：9億8,780万円　　工期　令和6年7月26日まで

購入金額：2,061万4千円
第一方面団　第４分団に配備

相手方：非営利活動法人
元気・なかま　理事長　宇野眞理子

＊放課後デイサービスで活用予定

契約相手：恵藤建設株式会社
契約金額：4億1,580万円　　工期　令和6年12月27日まで

委託料

補助金 補助金

看板設置工事負担金

エイトピアの舞台照明・音響設備等改修工事 消防ポンプ自動車

犬飼児童館前の車庫倉庫認定こども園緒方保育園園舎新築（建築主体）工事

★令和5年9月から秋接種が開始となったことに伴う人件費及び予防接種委託料等の増

補助額 1万7千円を支給する

20万円（県1/2・市1/2）

374万3千円
（国1/3・県1/3・市1/3）

2,505万4千円
（国の補助金のみ）

916万9千円
（県1/2　市1/2）

411万5千円
（プレートは、恵藤建設㈱が負担）

5,486万1千円の増

＊受診1回あたり1,000円×17回分
＊県の補助事業（一部）

R5．10月開設
開設地
田中（①佐代・②町）

①こども食堂「ひろば」
第2・4水曜日　15時～

委託している支援センター
つくしんぼ（清川）
やしの実ひろば（三重）
子育てひろばルンるん（大野）
ゆうゆうキッズ（犬飼）

②おかえりハウス
毎週土曜日　17時～

＊すべて国からの補助金です。

※詳しくは、子育て支援課まで（☎0974-22-1072）直通

※詳しくは、市民生活課まで（☎0974-22-1007）直通

＊子育て支援センターは、市直営が、三重
　と緒方にもあります。

・条例改正に関する議案は、国の法律の改正によるものが主でした。

人権擁護委員の承認

原田　睦枝さん（三重町・再任）

阿南　哲幸さん（千歳町・新任）

第
３
回
定
例
会
（
審
議
内
容
）

第
３
回
定
例
会
（
審
議
内
容
）

子育てひろばルンるん子育てひろばルンるん



（第83号2023.11） 899 （第83号2023.11）

●衞藤　竜哉●衞藤　竜哉（10 ページ）（10 ページ） ●春野　慶司●春野　慶司（12 ページ）（12 ページ）

●赤峰　映洋●赤峰　映洋（12 ページ）（12 ページ）

●佐藤　昭生●佐藤　昭生（14 ページ）（14 ページ）

●高野　辰代●高野　辰代（14 ページ）（14 ページ）

●工藤　秀典●工藤　秀典（14 ページ）（14 ページ）

●原田　健蔵●原田　健蔵（10 ページ）（10 ページ）

●川野　辰徳●川野　辰徳（10 ページ）（10 ページ）

●後藤　雅克●後藤　雅克（12 ページ）（12 ページ）

　９月８日と11日に行われた一般質問には９人の議員が登壇し、森林環境、残骨灰売渡、移住定住、 
空き家管理、ふるさと納税など２４項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。 　
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下に 
掲載しているＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただけます。 

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

９９月月も白熱！も白熱！
一般質問という名の政策提案一般質問という名の政策提案

９名の議員が登壇

川野市長川野市長に、ズバッとに、ズバッと質問質問ビシッとビシッと提言提言

森林環境の保全・管理状況は
高齢者にやさしい市道の改修を

残骨灰売渡の一般競争入札実施への準備状況について
男女共同参画（ジェンダー平等）の本市の具体的な取組
について
米農家への直接補助について

移住定住の取組について
本市の財政について

空き家の適正管理について
市役所本庁舎の管理について

一番身近な地域の居場所であり、地域コミュニティの要
である自治公民館の現状について
郷土愛による地域活性化について
各町実行委員会主催のイベント開催の状況について

ふるさと納税に対する、豊後大野市の取組について
飼料価格高騰、子牛価格の低下による農家の経営の圧迫
と対策について
旧町村別に観光協会の再結成は考えられないか

公文書管理について
多機能型武道場建設について
ＪＲ三重町駅周辺整備について

市の職員について
市内の小中学校について
関係人口交流拠点施設「cocomio」について
市の個人情報保護制度について

豊後大野市の学校給食を国に先んじて令和６年度よ
り無償にすべきではないか
介護保険料は、令和６年度より第９期となり、保険料
の改定が行われるが、下げることはできないのか、ど
のようにすれば下げることができるのか伺う

各議員の議案に対する賛否の状況(令和5年第３回定例会）
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　田嶋栄一議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

新政会 れいめい会 緑政会 政友会 創生会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

吉
藤
　
里
美

嶺
　
　
英
治

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

工
藤
　
秀
典

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

衞
藤
　
竜
哉

川
野
　
辰
徳

人事案件
人権擁護委員候補者の推薦について（2 件） 9月1日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算
令和 5 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 5 号） 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和5年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第1号） 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和5年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正予算（第1号） 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和5 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算（第1号） 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市電気事業特別会計補正予算（第 1 号） 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の一部改正等
豊後大野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について

9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市火災予防条例の一部改正について 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市病院事業に係る料金条例の一部改正について 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般
工事請負契約の締結について （2 件） 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の無償譲渡について 9月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算認定
令和4年度豊後大野市一般会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市浄化槽施設特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市電気事業特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市上水道特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市病院事業特別会計歳入歳出決算認定について 9月29日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
インボイス制度の実施延期を求める意見書を政府に送付する 
ことを求める請願書

9月29日 不採択 × × × × × × ○ × × × × × × × × × ○

健康保険証を廃止しないように求める意見書を政府に送付する
ことを求める請願書

9月29日 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × ○

賛
否
一
覧



議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

（第83号2023.11） 101111 （第83号2023.11）

一
般
質
問

一
般
質
問

問
森
友
学
園
を
め
ぐ
る
財
務
省
の
決
裁
文
書
改
ざ

ん
問
題
を
契
機
と
し
て
公
文
書
管
理
の
監
視
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
市
で
の
管
理
手
法

と
効
率
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
。

総
務
課
長

本
市
で
は
、
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
法
律
第

34
条
の
規
定
に
基
づ
き
文
書
の
適
切
な
管
理
、
保
存

の
た
め
、
文
書
管
理
規
定
を
定
め
、
担
当
課
長
の
管

理
の
下
、
文
書
主
管
課
長
で
あ
る
総
務
課
長
が
、
そ

の
円
滑
適
正
な
文
書
管
理
の
指
導
を
実
施
。

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
導
入

問
市
の
個
人
情
報
保
護
制
度
の
概
要
と
運
用
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
課
長

個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
は
個
人
情
報
の
開
示
請
求
が
11
件
、
訂

正
請
求
、
利
用
停
止
及
び
不
服
審
査
は
ゼ
ロ
件
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

問
こ
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
に
は
理
由

が
あ
る
。
昨
年
12
月
７
日
の
一
般
質
問
の
中
で
、
市

長
に
よ
り
反
問
権
を
行
使
さ
れ
、
私
の
個
人
情
報
、

青
年
就
農
給
付
金
の
利
用
、
給
付
額
７
５
０
万
円
と

問

問

問

答

答

答

質問者／ 議員衞
え と う

藤　竜
た つ や

哉

質問者／ 議員原
は ら だ

田　健
けんぞう

蔵

質問者／ 議員川
か わ の

野　辰
たつのり

徳

（無会派） 

（れいめい会） 

（無会派） 

森
林
を
守
る
た
め
に
は

公
文
書
管
理
の
手
法
と
効
率
化
・

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は

市
の
個
人
情
報
保
護
制
度
に 

つ
い
て

林
業
従
事
者
の
確
保
や
育
成
に
取

り
組
む

文
書
管
理
規
定
に
沿
っ
て
実
施

個
人
情
報
の
開
示
請
求
が
11
件

だ
っ
た

し
て
お
り
、
平
成
24
年
12
月
に
は
更
新
し
、
よ
り
使

い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
つ
い
て
は
、
取
扱
文
書
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

電
子
化
の
適
否
に
つ
い
て
現
在
、
検
証
中
で
あ
る
。

な
お
、
会
計
処
理
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
構
築
、
本
年
度
か
ら
電
子
決

裁
の
運
用
を
開
始
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
っ
て

い
る
。

問
町
村
合
併
時
に
お
け
る
５
町
２
村
の
公
文
書
の

保
存
状
況
に
つ
い
て

総
務
課
長

町
村
合
併
時
に
お
け
る
公
文
書
等
は
、
総
務
省

か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
安
易
に
廃
棄
・
散
逸
な
き

よ
う
、
適
切
な
引
継

ぎ
措
置
を
講
じ
、
文

書
管
理
規
定
に
基
づ

き
保
存
・
管
理
し
て

い
る
。

問
緒
方
町
「
荒あ

ら
へ
ら平

の
池
」
周
辺
に
東
芝
グ
ル
ー
プ

が
森
づ
く
り
推
進
で
約
３
５
０
０
本
紅
葉
や
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
を
植
樹
、
補
植
、
追
肥
や
シ
カ
等
の
食
害
被

害
へ
の
手
入
れ
を
し
て
く
れ
た
。
市
内
の
森
林
を
守

る
た
め
に
は
林
業
作
業
員
の
育
成
が
急
務
だ
が
考
え

を
伺
う
。

農
林
整
備
課
長

大
野
郡
森
林
組
合
が
毎
年
度
適
正
な
間
伐
、
主

伐
、
再
造
林
、
下
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
の
林
業
事
業
体
の
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

は
、
県
等
の
補
助
事
業
や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
再
造
林
を
担
う
造
林
作
業
員
の
確
保
や
育
成
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
安
心
安
全
な
市
道
の
改
修

問
市
道
の
修
繕
は
ど
の
地
域
で
も
市
民
の
生
活
に
係

る
大
き
な
課
題
と
思
う
。
例
え
ば
、
緒
方
町
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
の
市
道
・
歩
道
が
傷
ん
で
い
る
。
手
押
し

車
や
セ
ニ
ア
カ
ー
、
杖
を
つ
い
て
の
歩
行
者
に
不
便
で

あ
る
。
早
急
な
改
修
を
望
ま
れ
る
が
市
の
考
え
を
伺

う
。

建
設
課
長

自
治
会
か
ら
の
要
望
な
ど
を
基
に
危
険
性
、
緊
急

性
を
考
慮
し
て
優
先
順
位
を
決
め
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
現
地
調
査
を
行
い
、
通
行
の
支
障
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
早
急
に
補
修
工
事
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
利
用
者
へ
配
慮
し
た
、
安
心
し
て
利
用

で
き
る
市
道
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

具
体
的
に
公
開
さ
れ
た
。
市
民
の
方
か
ら
は
個
人
情

報
の
じ
ゅ
う
り
ん
だ
と
。
市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
課
長

市
長９

カ
月
前
の
こ
と
で
あ
り
、
昨
年
の
12
月
定
例

会
で
確
か
に
川
野
辰
徳
議
員
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
次
世
代
育
成
資
金
、
年
間
１
５
０
万
円
、
５

年
で
７
５
０
万
円
を
受
給
さ
れ
た
農
業
の
中
核
担
い

手
で
あ
る
こ
と
を
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

な
ぜ
今
ご
ろ
お
っ
し
ゃ
る
の
か
と
不
思
議
に

思
っ
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
12
月
の
定
例
会
の
と
き

に
、
こ
れ
は
個
人
情
報
で
あ
る
た
め
、
お
答
え
で
き

な
い
と
答
弁
を
な
さ
ら
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
12
月

定
例
会
の
会
期
中
に
な
ぜ
質
問
の
訂
正
を
申
し
出
な

か
っ
た
の
か
。
過
去
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ

が
ど
う
だ
と
い
う
の
は
一
般
質
問
に
な
ら
な
い
と
私

は
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問
の
広
報
掲
載
原
稿
は
、
各
議
員
自

ら
が
作
成
し
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
以

下
「
委
員
会
」
）
の
審
査
を
経
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
川
野
辰
徳
議
員
の
原
稿
に
つ
い
て
、
一
般
質

問
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
内
容
を
記
述
し
て
い
る
た

め
、
委
員
会
で
は
、
別
の
質
疑
内
容
に
変
更
を
求

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
人
の
強
い
希
望
に
よ
り

そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

市の文書が保管されている旧大野南部小学校

荒
あらへら

平の池

※
注
釈



　　　

給食中の様子（三重第一小学校）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

（第83号2023.11） 121313 （第83号2023.11）

問

問

答

答

答

問
県
内
で
も
給
食
費
無
償
化
の
流
れ
が
進
ん
で
い

る
が
、
本
市
で
も
無
償
化
に
踏
み
切
る
べ
き
で
は
。

学
校
教
育
課
長

県
内
で
は
、
18
市
町
村
中
、
６
市
町
村
で
完
全

無
償
化
、
一
部
無
償
化
の
動
き
が
あ
る
。
本
市
で
も
、

現
段
階
で
一
部
負
担
軽
減
を
し
て
い
る
。
今
後
、
国

の
具
体
的
な
方
策
を
注
視
し
て
、
給
食
費
の
負
担
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問問
本
市
が
無
償
化
す
る
に
は
、
い
く
ら
必
要
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

１
億
１
４
０
０
万
円
で
、
か
な
り
の
財
源
が
必

問問
大
分
市
は
６
月
23
日
に
一
般
競
争
入
札
を
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
大
分
市
は
そ
れ
ま
で
残
骨
灰
の

処
理
料
と
し
て
年
間
１
万
２
千
円
を
業
者
に
支
払
っ

て
い
た
も
の
が
、
一
般
競
争
入
札
の
導
入
に
よ
り
、

年
間
３
８
０
０
万
円
の
収
入
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
厳
然
た
る
事
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
本
市
と

し
て
も
一
刻
も
早
く
踏
み
切
る
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

環
境
衛
生
課
長

環
境
衛
生
課
長

意
向
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
他
市
の
状

況
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
本
市
に
と
っ
て
最
善
な
方

法
を
選
択
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問問
移
住
定
住
を
推
進
す
る
上
で
の
問
題
点
や
困
難

事
例
は
。

市
長
市
長移

住
者
の
方
々
か
ら
、
日
常
生
活
で
の
地
域
や

近
所
と
の
付
き
合
い
方
や
生
活
様
式
の
違
い
に
戸
惑

い
を
感
じ
て
い
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
の
実
施

や
移
住
者
交
流
会
へ
の
参
加
を
促
す
な
ど
し
て
不
安

の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

問問
本
市
に
お
い
て
移
住
者
の
推
移
は
こ
こ
３
年
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

質問者／ 議員後
ご と う

藤　雅
まさかつ

克

質問者／ 議員春
は る の

野　慶
け い し

司

質問者／ 議員赤
あかみね

峰　映
てるひろ

洋

（新政会） 

（れいめい会） 

（創生会） 

問
令
和
６
年
度
よ
り
給
食
費
を

無
償
化
に

残
骨
灰
売
渡
の
一
般
競
争
入
札
に

つ
い
て

移
住
定
住
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は

財
源
確
保
の
状
況
で
支
援
策
を

検
討

最
善
な
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う

努
め
る

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
重
点
的
に

展
開

要
に
な
る
。
国
の
動
向
に
よ
り
新
た
な
財
源
確
保
が

で
き
れ
ば
、
支
援
策
を
検
討
す
る
。

　
　
来
年
４
月
か
ら
の
介
護
保
険
料

問問　来
年
４
月
よ
り
第
９
期
の
介
護
保
険
料
の
改
定

が
行
わ
れ
る
が
、
保
険
料
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

高
齢
者
福
祉
課
長

高
齢
者
福
祉
課
長

本
年
度
中
に
見
直
す
が
、
高
齢
化
率
も
高
い
本

市
で
は
、
今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
状
況
が

継
続
す
る
。
保
険
給
付
費
が
増
加
す
れ
ば
、
保
険
料

を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
に
適
正
な
介
護

認
定
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
介
護
予
防
の
強
化
が
必

要
不
可
欠
。
健
診
の
推
進
等
、
他
課
と
も
連
携
を
図

り
、
個
人
の
負
担
分
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ

う
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
活
用
も
見
据
え
、
介

護
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
り
、
保
険
料
決
定
に
向
け

て
協
議
す
る
。

　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み
。

問問
　
自
治
体
の
委
員
や
審
議
会
の
委
員
を
男
女
同
数
に

す
る
と
い
う
こ
と
を
達
成
す
る
の
は
難
し
く
な
い
。

問
題
は
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の

思
い
込
み
）
で
あ
る
。
例
え
ば
女
性
が
嫁
い
で
男
性

の
籍
に
は
入
っ
て
も
先
方
の
両
親
と
の
養
子
縁
組
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
が
、
男
性
の
場
合
は
先
方
の

両
親
と
養
子
縁
組
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
相
続
権
の

有
無
を
左
右
す
る
重
大
な
不
平
等
で
あ
る
。
解
決
策

と
し
て
は
、
地
道
に
啓
発
活
動
を
行
う
し
か
な
い
が
、

い
か
が
か
。

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
等
の
意
識
改
革
に

つ
い
て
は
、
継
続
的
な
啓
発
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

令
和
２
年
度
で

53
名
、
３
年
度
で

96
名
、
４
年
度
で

１
０
９
名
と
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
自
主
財
源
の
今
後

問問
市
税
は
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
が
、
今
後
の
市

税
の
推
移
は
。

税
務
課
長

税
務
課
長

　
令
和
５
年
度
は
市
全
体
と
し
て
、
34
億
円
台
後
半

か
ら
35
億
円
台
前
半
程
度
と
な
る
。
今
後
は
34
億
円

台
前
半
か
ら
33
億
円
台
後
半
程
度
で
推
移
す
る
。

問問
　
合
併
特
例
債
の
活
用
期
限
後
の
依
存
財
源
の
推
移

は
。

財
政
課
長

財
政
課
長

　
合
併
特
例
債
終
了
後
の
令
和
７
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
合
併
特
例
債
分
の
減
に
よ
り
依
存
財
源
総
額

は
減
少
す
る
が
、
普
通
建
設
事
業
の
縮
小
に
伴
う
歳

入
総
額
の
減
に
よ
り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
依
存
財

源
の
割
合
は
同
程
度
で
推
移
す
る
。
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
努
め
る
。

男女共同参画週間での啓発活動

空き家の説明を聞く移住相談者

一
般
質
問

一
般
質
問
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問問
過
去
何
度
も
質
問
さ
れ
て
い
る
内
容
だ
が
、進
捗

状
況
が
見
ら
れ
な
い
案
件
も
あ
る
の
で
、「
空
き
家
等

の
適
正
管
理
へ
の
取
り
組
み
状
況
」、「
特
定
空
き
家
に

対
す
る
取
り
組
み
」等
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
建
設
統
括
理
事

産
業
建
設
統
括
理
事

空
き
家
に
お
い
て
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
、

道
路
の
通
行
や
近
隣
住
民
等
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い

る
場
合
は
、
所
有
者
等
に
通
知
を
行
い
、
早
期
改
善

や
適
正
管
理
を
促
し
て
い
る
。
な
お
、
通
知
に
は
、

状
態
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
特
定
空
き
家
に

認
定
さ
れ
、
行
政
代
執
行
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
記

載
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
空
き
家
の
適
正
管
理
の

問問
自
治
公
民
館
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
要
で
あ
る

の
で
、３
０
０
万
円
の
予
算
で
打
ち
切
る
繰
り
返
し
で

は
な
く
、予
算
待
ち
の
現
状
は
な
く
す
べ
き
で
は
。

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

現
行
制
度
の
中
で
交
付
し
て
い
く
。

問問
自
主
避
難
所
と
し
て
の
利
用
を
考
慮
し
て
耐
震
性

や
安
全
性
の
調
査
が
必
要
で
は
。

教
育
次
長

教
育
次
長

自
治
委
員
等
に
再
度
確
認
し
て
い
た
だ
く
。

問問
耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用
も
、自
治
公
民
館
整
備

問問
現
在
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
、重
点
を
ど

こ
に
置
き
、目
標
は
ど
の
程
度
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

商
品
の
見
せ
方
、
商
品
開
発
に
対
す
る
ス
ト
ー

リ
ー
づ
く
り
、
特
産
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
よ

る
認
知
度
の
向
上
を
め
ざ
し
、
商
工
会
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
く
。

問問
総
務
常
任
委
員
会
で
先
進
地
視
察
を
し
た
山
梨
県

笛
吹
市
で
は
担
当
者
が
２
名
体
制
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
市
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答

答

答

質問者／ 議員佐
さ と う

藤　昭
あ き お

生

質問者／ 議員高
た か の

野　辰
た つ よ

代

質問者／ 議員工
く ど う

藤　秀
ひでのり

典

（れいめい会） 

（新政会） 

（新政会） 

問

問

問
空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

自
治
公
民
館
整
備
支
援
事
業
の

活
用
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
取
り 

組
み
に
つ
い
て

早
期
改
善
や
適
正
管
理
を
促
す

６
件
の
自
治
会
に
交
付
決
定

本
市
過
去
最
高
の
寄
附
額
を
超
え

る
よ
う
取
り
組
む

た
め
、
相
談
窓
口
等
を
記
載
し
た
資
料
も
同
封
し
て

い
る
。

　
　
市
役
所
本
庁
舎
の
管
理

問問
駐
車
場
か
ら
西
側
入
口
に
向
か
う
透
明
な
屋
根
の

下
の
通
路
は
、雨
天
時
の
通
行
の
際
、足
下
が
び
し
ょ

ぬ
れ
に
な
り
、滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。現
状
把
握

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

財
政
課
長

財
政
課
長

表
面
が
な
め
ら
か
な
敷
石
で
、コ
ケ
な
ど
が
原
因

で
雨
天
時
に
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。コ
ケ
等
を
除

去
す
る
方
策
や
敷
石
の
表
面
を
滑
り
に
く
く
す
る
よ

う
な
処
理
を
施
す
等
、何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
。

支
援
事
業
の
補
助
対
象
に
検
討
で
き
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

耐
震
診
断
を
含
め
て
い
く
か
ど
う
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
郷
土
愛
に
よ
る
地
域
活
性
化

問問
ふ
る
さ
と
納
税
等
地
元
支
援
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
現

状
は
。

教
育
次
長

教
育
次
長

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
を
活
用 

し
た
公
式
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問問
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
む
取
り
組
み
は
。

教
育
次
長

教
育
次
長

学
校
教
育
基
本
方
針
の
柱
の一つ
と
し
て「
郷
土
学

の
推
進
」を
掲
げ
て
い
る
。

問問
三
重
総
合
高
校
の「
課
題
解
決
、魅
力
発
見
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
提
案
は
、市
政
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

平
成
28
年
度
か
ら
約
70
本
の
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
令
和
３
年
度
に
商
工
観
光
課
と
提
案

の
事
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

と
も
新
た
な
乗
り
放
題
定
期
の
発
行
等
の
事
業
を
実

施
し
た
。

本
市
で
は
、正
規
職
員
１
名
と
会
計
年
度
任
用
職

員
１
名
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

問問
笛
吹
市
で
は
２
名
の
職
員
で
本
市
の
16
倍
の
寄

附
額
を
上
げ
て
い
る
が
、
何
か
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
経
費
と
し
て
返
礼

品
代
金
、
配
送
料
、
サ
イ
ト
掲
載
委
託
料
、
決
済
手

数
料
が
発
生
す
る
が
、
国
が
示
し
た
経
費
割
合
の
上

限
で
あ
る
50
％
以
内
に
収
ま
る
よ
う
取
り
組
む
。

地
元
事
業
者
、
商
工
会
、
納
税
中
間
事
業
者
等

と
力
を
合
わ
せ
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
地
域

産
業
の
振
興
及
び
活
力
向
上
に
取
り
組
み
、
本
市
過

去
最
高
の
寄
附
額
で
あ
っ
た
２
億
７
４
０
０
万
円
を

超
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

市役所庁舎前の透明屋根の下の通路

豊後大野市公式LINE
のQRコード

豊後大野市ブランド認証品
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総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

各常任委員会で昨年度の事業の中から２～３事業ずつ選定し、２日間にわたり、事務事
業評価を実施しました。はじめに委員個人ごとに事業結果に対する評価と今後の方

向性を評価した上で、委員間で討議し、委員会としての評価を決定しました。
評価結果を執行部に伝えることで、今後の業務改善や予算確保などにつながっていくこと
が期待されます。

事務事業評価事務事業評価を実施

事
務
事
業
評
価
の
流
れ

　
【
１
日
目
】

●
対
象
事
業
の
説
明

　
　
執
行
部
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
、
質

　
疑
応
答
。

●
評
価
シ
ー
ト
を
作
成

　
　
委
員
ご
と
に
評
価
。

　
【
２
日
目
】

●
評
価
シ
ー
ト
に
基
づ
き
自
由
討
議　

　
　
委
員
の
評
価
に
基
づ
き
、
委
員
相
互

　
に
意
見
を
出
し
合
い
議
論
。

●
委
員
会
の
合
意
形
成

　
　
委
員
会
と
し
て
の
評
価
を
出
す
た

　
め
、
委
員
間
で
の
合
意
形
成
を
図
り
評

　
価
を
決
定
。

　
【
３
日
目
】

●
評
価
報
告
書
作
成　

　
　
委
員
会
と
し
て
の
評
価
結
果
の
報
告

　
書
を
作
成
。

　
【
本
会
議
終
了
後
】

●
評
価
報
告
書
を
市
長
に
送
付
。

　
【
来
年
２
月(

予
定)

】

●
評
価
結
果
の
反
映
状
況
を
執
行
部
が
議

　
会
に
報
告
。

◆
【
調
査
事
業
】

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

市
外
の
方
か
ら
広
く
寄
附
金
を
募
集

す
る
こ
と
で
、
財
源
を
確
保
し
各
種
事

業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
返
礼
品
の
周

知
を
通
じ
て
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
問
題
が
あ
る

【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
拡
充

【
提
言
な
ど
】

　
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ

る
た
め
、
担
当
職
員
が
先
進
地
視
察
に

行
く
な
ど
し
て
、
意
識
を
変
え
て
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

職
員
の
増
員
、
返
礼
品
の
見
直
し
、

広
告
宣
伝
の
方
法
等
、
抜
本
的
な
見
直

し
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

◆
【
調
査
事
業
】

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　
在
宅
の
障
が
い
者
等
に
対
し
、
当
該
事

業
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い

者
等
及
び
そ
の
家
族
の
地
域
に
お
け
る
生

活
を
支
援
し
、
障
が
い
者
等
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
。

【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
お
お
む
ね
適
正

【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
改
善

【
提
言
な
ど
】

　
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
め
ざ

し
た
障
が
い
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
専
門
職
で
あ
る
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
相
談
内
容
や
相
談
対
応
実
績
等
を
十

分
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
今
後
必
要
な
ら
ば
基

幹
型
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
に

も
取
り
組
む
こ
と
。

◆
【
調
査
事
業
】

関
係
人
口
創
出
事
業

【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

関
係
人
口
交
流
拠
点
施
設
の
運
営
を

行
う
指
定
管
理
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
交
流
が
行
え
る
多
機
能

型
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
。
ま
た
、ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
立
ち
上
げ
を
支
援

し
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
を

構
築
す
る
。

【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　

お
お
む
ね
適
正

【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　

改
善

【
提
言
な
ど
】

　

拠
点
施
設
の
活
用
方
法
を
さ
ら
に
工

夫
し
、
住
民
と
の
理
解
を
深
め
な
が
ら

移
住
定
住
に
成
果
を
出
し
て
も
ら
い
た

い
。

　
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
の

見
直
し
も
検
討
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
市
の
今
後
を
見
据
え
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
を
望
む
。

◆
【
調
査
事
業
】

就
学
援
助
事
業

【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　
経
済
的
理
由
等
に
よ
っ
て
就
学
困
難
な

児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
必
要
な
援

助
を
行
い
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
義

務
教
育
を
円
滑
に
実
施
す
る
。

【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
良
好

【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

【
提
言
な
ど
】

　
教
育
の
機
会
均
等
を
行
政
が
担
保
す
る

た
め
に
は
必
要
な
事
業
で
あ
る
。
保
護
者

の
負
担
能
力
の
審
査
に
は
不
均
衡
を
生
じ

な
い
よ
う
な
厳
格
な
審
査
対
応
と
、
対
象

世
帯
に
遺
漏
が
な
い
よ
う
関
係
部
署
と
の

さ
ら
な
る
連
携
を
望
む
。

援
助
費
用
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
後
現
物
給
付
の
拡
充
な
ど
を
検
討
す
る

こ
と
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

担
い
手
育
成
・
確
保
事
業　

【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

新
規
就
農
者
や
農
業
へ
の
企
業
参
入
、

女
性
の
活
躍
の
促
進
等
、
新
た
な
担
い
手

の
確
保
・
育
成
の
取
り
組
み
を
重
点
に
推

進
し
、
担
い
手
が
希
望
を
持
っ
て
農
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
支
援
す
る
。

【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
良
好

【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

【
提
言
な
ど
】

　
就
農
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
農
家
と

な
っ
た
あ
と
で
も
複
数
回
利
用
で
き
る
補

助
と
す
る
な
ど
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保

等
に
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、
担
い
手
が
希
望
を
持
っ
て
農
業
に
打

ち
込
め
る
た
め
の
施
策
へ
と
変
え
て
い
け

る
か
が
重
要
で
あ
る
。

◆
【
調
査
事
業
】

道
の
駅
等
管
理
事
業　

【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

24
時
間
利
用
可
能
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、

地
域
の
観
光
等
情
報
提
供
施
設
や
休
憩
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
施
設
を
活
用
し
て
、
市
の

観
光
振
興
や
地
元
雇
用
、
農
産
物
の
情
報

発
信
等
を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
良
好

【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

【
提
言
な
ど
】

　

５
つ
あ
る
道
の
駅
の
経
営
や
施
設
運

営
を
強
化
す
る
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
の

接
客
向
上
、
産
品
の
確
保
、
冬
期
の
集

客
な
ど
も
含
め
、
黒
字
経
営
を
め
ざ
す

こ
と
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

◆
【
調
査
事
業
】

商
工
業
推
進
事
業

【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

中
小
企
業
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
本
市
経
済

の
持
続
的
な
発
展
等
に
寄
与
す
る
。

【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
良
好

【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

【
提
言
な
ど
】

　
地
方
で
は
物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
が
色
濃
く
残
る
た
め
、
今
後
も
市

民
を
支
え
る
施
策
と
し
て
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。

事
務
事
業
評
価

事
務
事
業
評
価

ふるさと納税の返礼品の一つ
（おおいた味力ソーセージセット）

関係人口交流拠点施設
（cocomio）



９
月
定
例
会
最
終
日
の
９
月
29
日
、
今
年
度

の
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
県
内
感
染
状
況
並
び

に
そ
の
対
策
か
ら
始
ま
り
、
生
老
病
死
に
寄
り
添

う
医
療
。
人
は
50
代
医
療
は
メ
タ
ボ
予
防
、
60
代

は
フ
レ
イ
ル
予
防
、
70
代
は
介
護
支
援
、
80
代
は

認
知
症
生
活
支
援
、
そ
し
て
週
末
期
医
療
に
よ
る

看
取
り
と
段
階
を
経
て
人
生
を
終
え
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
で
の
注
意
点
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
ま
し
た
。

50
代
を
過
ぎ
た
な
ら
ば
肥
満
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、体
重
減
少
や
筋
力
低
下
に
よ
る
歩
行
速
度

の
遅
れ
に
注
意
し
、フ
レ
イ
ル
防
止
に
努
め
る
こ

と
。誰

で
も
年
齢
を
重
ね
れ
ば
認
知
症
に
な
り
、認

知
症
＝
老
化
と
考
え
れ
ば
怖
く
な
く
、認
知
症
の

手
前
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で

あ
る
軽
度
認
知
症
障
害 

（
М
Ｃ
Ｉ
）の
早
期
診
断・

早
期
対
応
を
行
え
ば
、そ

の
半
数
は
健
常
の
認
知

機
能
へ
回
復
が
見
込
め
る

こ
と
。こ
の
２
点
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

（第83号2023.11） 181919 （第83号2023.11）

木村佐知子台東区議会議員

松本久美子　講師

笛吹市視察の様子伊東市の議場にて

長谷川文雄　講師

〔
請
願
者
〕豊
肥
民
主
商
工
会

〔
紹
介
議
員
〕川
野
辰
徳

【
請
願
趣
旨（
一部
）】

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
今
年
の
10
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
制

度
で
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
免
税
業
者
は
課
税
業
者
と
の

取
引
で
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
経
済
は
ま
す
ま
す

疲
弊
す
る
の
で
、
政
府
に
延
期
を
求
め
ま
す
。

〔
請
願
者
〕豊
肥
民
主
商
工
会

〔
紹
介
議
員
〕川
野
辰
徳

【
請
願
趣
旨（
一部
）】

現
行
の
健
康
保
険
証
を
２
０
２
４
年
秋
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に一体
化
を
す
る
法
律
に
よ
り
、健
康
保
険
証
の
廃
止

は
、事
実
上
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
強
要
す
る
こ

と
に
な
る
こ
と
と
、取
得
困
難
な
人
た
ち
が
、公
的
医
療
保
険

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
、政
府
に
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
な
い
よ
う
に
求
め
ま
す
。

不
採
択
に
よ
り
意
見
書
の
送
付
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

不
採
択
に
よ
り
意
見
書
の
送
付
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
の
意
見
書
を

　
政
府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

■
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
よ
う
に
求
め
る
意
見

　
書
を
政
府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

請
　
願

賛
成
少
数
に
て

賛
成
少
数
に
て

不採択不採択

請
願
／
議
員
研
修
会

視
察
報
告
／
視
察
受
け
入
れ

大分県市議会議長会主催 議員研修会が開催

豊後大野市議会 議員研修会が開催

９
月
定
例
会
修
了
後

間
も
な
い
10
月
２

日
大
分
市
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

ホ
テ
ル
に
て
、
県
下
よ
り

２
５
０
人
近
く
の
議
員
が

集
ま
り
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
松
本
久
美

子
氏
か
ら
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
の
留
意
点
～
健
康

で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
～
」
と
題
し
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
事
例
を
挙
げ
な

が
ら
分
か
り
や
す
い
説
明

が
あ
り
、
議
員
と
し
て
の

立
場
か
ら
も
常
に
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
留
意
し
な
が
ら

政
治
活
動
を
行
う
必
要
性

を
実
感
し
ま
し
た
。

７
月
24
日
に
山
梨
県
笛
吹
市
、
25

日
に
静
岡
県
伊
東
市
に
て
、
総

務
常
任
委
員
会
５
名
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

山
梨
県
笛
吹
市
で
は「
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
笛
吹
市
で
は
令
和
元
年
度
に

約
２
億
４
千
万
円
弱
で
あ
っ
た
も
の
が
、

令
和
４
年
度
に
は
31
億
６
千
万
円
超
に

激
増
し
た
と
の
こ
と
で
す
。全
国
的
に
も

人
気
の
高
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
桃

の
数
量
を
増
や
す
な
ど
、特
産
品
を
存

分
に
活
用
し
た
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
静
岡
県
伊
東
市
で
は
「
移

住
定
住
促
進
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
全

国
の
移
住
希
望
地
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
、
静
岡
県
は
３
年
連
続
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
伊
東
市
は
移
住
者
に
対
し

各
種
補
助
金
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
お
試
し
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
企
画

な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、
本
市
に
と
っ

て
非
常
に
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

両
市
と
も
担
当
職
員
が
事
業
に
対
し

て
、
責
任
と
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
む

姿
勢
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

次
に
長
谷
川
文
雄
氏
か

ら
「
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
る

生
活
、
地
方
行
政
へ
の
影

響
と
課
題
～
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ　

Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
よ
る
新
た
な
可

能
性
～
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
競
争
力
の
日

本
の
凋
落
傾
向
が
続
く
中
、

最
近
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
発

達
が
目
覚
ま
し
く
、
役
所

内
で
の
導
入
例
も
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

実
用
に
向
け
て
の
初
期
段

階
な
の
で
、
早
急
に
利
用

規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま

し
た
。

 

演
題　
「
認
知
症
と
健
康
に
つ
い
て
」

講
師　
医
療
法
人
菅
尾
医
院
理
事
長

岡
野 

良
文 

医
師　

研修会の様子

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

山
梨
県
笛
吹
市
・
静
岡
県
伊
東
市

２
０
２
３
／
７
／
24
～
26

視察後のコメント　
地方の現状を間近で知れて、また意見交換を通じて台東区のこと

も改めて発見することができる貴重な機会でした。これからの議会
活動に活かしていけるよう頑張りたいと思います。

初大分でしたが受け入れてくださった豊後大野市議会の皆様には
本当にありがとうございました！

台東区議会議員が視察に来てくれました！
８月 23 日に台東区議会議員の視察団 12 名（議長１名、初当選議員８名、事務局３名）が豊後大野市

に来てくれました。本市出身の彫塑家 朝倉文夫が生前 61 年間暮らした東京都台東区と本市が友好都
市というご縁で、台東区議会議員選挙が行なわれた年に初当選された議員が初視察地として本市を訪れるこ
とが４年に一度の恒例となっています。

原尻の滝、朝倉文夫記念館そして資料館を視察され、本市議会議員との意見交換も大変盛り上がり、今後
は両区市が議員レベルでも友好を深めていくことを誓いました。

2023/8/23～24

■その他、7/6「サウナで街おこしの取組」について長野県上田市議会の視察を受入れました。
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豊後大野市議会の議員定数・報酬に関する 市民アンケート調査　結果公表
豊後大野市議会では８/１～８/３１までの期間、「豊後大野市議会の議員定数と報酬に
関する市民アンケートを実施しました。

ご協力、誠にありがとうございました。
尚、この結果つきましては、「議員定数・報酬等調査特別委員会」
の参考にさせていただきます。

総回答数 件324
◆回答方法内訳
◆ＱＲコード・・・２１０件
◆窓口へ持参等・・・９６件　
◆ＦＡＸ・・・１８件　

◆結果の詳細については
ＱＲコードからご覧いただけます

年代別回答者 地域別回答者

60歳代60歳代
29.6％29.6％

70歳代70歳代
21.6％21.6％

40歳代40歳代
17.2％17.2％

50歳代50歳代
14.1％14.1％

30歳代30歳代
7.7％7.7％

80歳代80歳代
3.0％3.0％

千歳町千歳町
1414

20歳代20歳代
2.1％2.1％ 10歳代10歳代

0.3％0.3％
無回答無回答

44

三重町三重町
130130

緒方町緒方町
4141

犬飼町犬飼町
2828

朝地町朝地町
2424

清川町清川町
2121

大野町大野町
6262

議員報酬はどの程度が良いですか。　　＊現状340,000円

その理由について（一部抜粋）その理由について（一部抜粋）

議員定数は現在18人ですが、議員数はどの程度が良いですか。

「多くてよい」のコメント
・定数を減らし報酬額を増やせば議員に立候補する若い人が増える。　・専業で議員活動に専念して頂けるように。
・報酬が安いため、子育て世代などの優秀な人材が立候補できていない。　・生活ができる報酬額が必要。
・定数を削減し、きちんと議員としての仕事をしてくださるのであれば。　・優秀な人材の確保のため。

「現状でよい」のコメント
・報酬を減らすとなり手不足に陥ると思うから、妥当であると思う。　・経済情勢と職員の給与との均衡が必要。
・他市町村と大きな差はないため妥当と考える。　・業務内容として妥当な金額と思われるので現状でよい。
・議員報酬としては少ないかもしれないが定数を減して、現状で市民のため活動してほしい。
・各議員の活動状況を見ているともう少し多くてもいい議員もいればそうでない議員もいるので、現状でよい。

「少なくてよい」のコメント
・生活の格差が叫ばれているなか、議員自らが報酬を削る姿勢があってもいいのではないでしょうか。
・活動が見えにくいわりに報酬が多い。また、議員活動を片手間気分でこなしている議員がいる。
・少子化、高齢化、人口減少で税収も減るので、当然報酬も下げるべきです。

「多くてよい」のコメント
・議員数が少ないと、その分、市民の声が行政に届かないため、各町に最低３名の議員がいてもよい。
・各委員会運営に支障が出るから。また、各委員会での議論が片寄らないためにも。

「現状でよい」のコメント
・各地域を概ね網羅できていると思うので。　・合併後、定数については努力しているように感じる。
・市民の意見を聴いて、市政に活かすためには、現状の定数が必要。　・他市と同等なので。
・地域の意見、要望や災害の把握のためにはこの程度で。　・少なすぎても地域に偏りが出るので。

「少なくてよい」のコメント
・豊後大野市の人口が減少しているから。　・普段の活動が見えない方が、減らしたい人数くらいいるため。
・得票数に差がありすぎる。議員数を少なくすることにより得票数の差を是正できる。
・議員には、数ではなく質が重要と考える。　・定数が減ることで、議会が衰退するとは思わない。
・財政が逼迫しているから。　・議員定数を減らすことが議員の質の維持につながると考える。
・合併前の町村意識をなくす。　・無投票当選は避けたい。　・活動内容がはっきりしてない。

その他、ご意見・
ご提言をお聞かせ
ください。

( 一部抜粋）

・もっと市政について勉強して、一般質問の質を上げてほしい、一部の市民の声だけを取り上げる
だけでなく、全市的な視点も持ってほしい、未来につけを残さないという意識も持ってほしい。

・議会会期以外の日頃の活動があまり見えない！もっと地域の代表として、地域に根付いた活動が
ほしい。

・常に何年後の未来に目をやって取り組んでほしい。
・議員との対話の機会を地区巡回で実施してほしい。
・一般質問について議員が積極的に検証して実のある議会の運営を望む。
・地元の議員が支所で開かれる自治会長会に来て、意見交換してほしい。
・裁判員制度がある様に議会の在り方も見直す時代が来たと思う。
・若者に未来のある政治をして、不必要な物に税金は使わないでほしい。

・街部だけでなく中山間部の今後の将来をもっと考えてほしい。空家対策や鳥獣対策に今以上の補助がなければ今後の
若手の定住は望めません。

・市の抱える諸問題に対して、そつなくこなすだけでなく、もっとユニークで大胆な解決案を出してほしい。
・子育て世代や若い世代への市政を重点的にしていかないと人口減少に歯止めはかからないと思うので頑張ってほしい。
・近年、馴れ合い議会で緊張した議会になってないです。市民目線の議会運営を行ってもらいたい。
・県議と連携し大きな事にもチャレンジしてほしい。・各議員の取り組み度を自他共に評価するものがあるのでしょうか。
・議員活動・議会活動日数を増し、執行部との議論をしてもらいたい。
・各議員さん、現状に対応する行動力をもっと使ってください。
・若い人が市政に参加できるよう（立候補できるよう）「我が地区の代表」から「市政全体の代表」に民度を含めて向上す

る施策を望む。

250
100
120

200
80150
60100 40

50 33

8888

218218

1212 33 20
0 0

多く
てよ
い

多く
てよ
い

現状
でよ
い

現状
でよ
い

少な
くて
よい

少な
くて
よい

わか
らな
い

わか
らな
い

無回
答

無回
答

定数削減が 現状維持が最多

占める
6767％％ 119119人人

117万～20万7万～20万
5.5％5.5％ 21万～25万21万～25万

3.4％3.4％

26万～30万26万～30万
9.6％9.6％

31万～33万31万～33万
2.5％2.5％

議
員
定
数
・
報
酬
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

議
員
定
数
・
報
酬
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

7272

119119
9696

2929
88

5万以下5万以下
1.5％1.5％

5人5人
0.3％0.3％

無回答無回答
7.7％7.7％

25人25人
0.3％0.3％24人24人

0.3％0.3％22人22人
0.3％0.3％

18人18人
27.1％27.1％

16人16人
11.1％11.1％

15人15人
22.8％22.8％

14人14人
10.8％10.8％

13人13人
4.0％4.0％

12人12人
3.7％3.7％

11人11人
0.6％0.6％

9人9人
0.6％0.6％

7人7人
1.2％1.2％

8人8人
0.9％0.9％

10人10人
8.3％8.3％

（人） （人）

議員報酬議員定数

34万34万
36.7％36.7％

35万～40万35万～40万
10.1％10.1％

41万～45万41万～45万
1.9％1.9％

46万以上46万以上
5.2％5.2％

無回答無回答
23.5％23.5％
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次世代リーダー特集 「二十歳を祝う会」実行委員会
メンバーインタビュー

ぶんごおおの

9/15に中央公民館にて、１回目の「二十歳を祝う会」実行委員会が開催されました。豊後大野のこれからを
担っていく次世代リーダーへインタビューをさせていただきました。＊委員会当日参加者のみ

Q1…豊後大野市の好きなところは？	　Q2…どんな市であってほしい？

１.景色のいいところ。
２.これから出会う人たちに
　 誇れる地元であってほしい。

　　　　江藤昴樹さん（犬飼町）

１.人が優しく地域の方が温かい。
外国からの移住者や若い人が リメイクした
サービスや  施設があり活発なところ

２.人に活気がある市。
　　　　　　甲斐直樹さん（千歳町）

１.神楽が盛んで、多くの神楽座が活動し
ている。人や車の量が多すぎず、過ごし
やすいところ。

２.過疎過ぎず、住んでいる方が温かく愛
される市。
　　　　　　羽田野和香さん（朝地町）

１.自然豊かで食べ物がおいしい。

２.このまま自然豊かでいてほしい。

　　　　　小野樹歩さん（大野町）

１.自然に囲まれている食材が豊富。地域
の方がフレンドリー。

２.温泉がある。

久保田聡克さん（三重町）

１.人が温かい
２.高齢者から赤ちゃんまでが過ごしや
すく、和気あいあいと 生活できる市。

　　　　 宮本怜奈さん（犬飼町）

１.ジオパーク等の自然が多くあること
２.地域の小さい子やお年寄りを地域の人
で見守って、誰もが自然、森とともに生
きている市。
　　　　　　篠田侑志さん（大野町）

１.空気がおいしい（大阪から帰ったとき
実感した）コンビニやお店は少ないけど、
自然豊かでおおらかなところがいい。

２.このまま自然豊かなふるさとであっ
てほしい。
　　　　　森本祥平さん（千歳町）

１.地元の人同士の距離が近いところ
　自然が多く、人が少ないためのんびり	
過ごせるところ。

２.みんな（地元の人）から愛される市で
あってほしい。
　　　 工藤千妃呂さん（朝地町）

永
年
在
職
議
員
表
彰

第
99
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

お
い
て
、
本
市
の
議
員
が
、
永
年
の
市
政
振

興
へ
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
10
年
在
職
議
員

表
彰
及
び
15
年
在
職
議
員
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

ま
た
衞
藤
竜
哉
議
員
は
全
国
市
議
会
議
長

会
の
評
議
員
を
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

令令 和５年度の「二十歳を祝う会」は令和６年１月７日です和５年度の「二十歳を祝う会」は令和６年１月７日です

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
特
集

10
年
以
上
在
職
議
員
表
彰

川
野
優
治　
議
員

赤
峰
映
洋　
議
員

15
年
以
上
在
職
議
員
表
彰

沓
掛
義
範　
議
員

全
国
議
長
会
評
議
員
感
謝
状

衞
藤
竜
哉　
議
員

赤峰映洋議員川野優治議員沓掛義範議員衞藤竜哉議員

テーマ「市政全般」

意見交換会（分野別）についてのお知らせ

議会活性化委員会の事務局担当が団体等から
聞き取りを行い、申込みを受付

市議会から市民の皆さまへ

2023 市民と議会の

意見交換会
皆さまとたくさんの意見交換をしたいと考えています。
ぜひご参加ください。ご都合の良い時間帯、会場でどなたでも参加できます。

市議会では、豊後大野市内の職場や団体、市民グループからの意見交換会の要望も受け付けていますので、
お気軽にご連絡ください。

※意見交換会は各常任委員等へ直接連絡せず、議会事務局へお申込みください。
　過去の実施団体：障害福祉事業所連絡会、ぶんご大野里の旅公社、自治会連合会理事会 等	

時間　いずれも 19 時～ 21 時

日程 会場 参加予定議員
11 月６日（月） 議会委員会室（市役所５階） 田嶋栄一、首藤正光、衞藤竜哉、小野順一、佐藤辰己、

川野優治、穴見眞児、吉藤里美、後藤雅克11 月７日（火） 神楽会館多目的ホール

11 月６日（月） 千歳公民館ホール 沓掛義範、赤峰映洋、嶺　英治、原田健蔵、春野慶司、
佐藤昭生、高野辰代、工藤秀典、川野辰徳11 月７日（火） 朝地公民館ホール

▶問い合わせ先　議会事務局　☎ 0974-22-1026（直通）

▶問い合わせ先　議会事務局　☎ 0974-22-1026（直通）

＜受付から開始まで＞

意見交換会を希望する団体等から事務局へ連絡

議会活性化委員会で対応する委員会を協議し、
議長報告を行う

対応する委員会の担当事務局員と日程や内容
を協議し、意見交換会を開催

①

②

③

④

⑤

議長から対応する委員会の委員長に意見交換会の
開催を依頼
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仲間との楽しい日々

千歳小中一貫校に向けて
来年から千歳中学校では、小中一貫

校になります。そのために様々な場面
で小中が交流する場を設けてきました。
その中でも２つ紹介したいと思います。

まず、一つ目は、「クリーンアップ千歳」
です。小中学生と地域の方 と々の交流を
深め、千歳町をきれいにする活動です。

二つ目は、体育大会です。「つながろ
う千歳ありがとうを届けよう」のサブテー
マのもと日々練習に励みました。来年か
らは、校舎や制服、体操服も変わり、
新しい千歳小中一貫校がスタートします。新しい改革と共にこれか
らも地域の方 と々のつながりを大切にしながら、千歳の良さをつない
でいきたいと思います。また、他にも専門部活動を活発にするため、
週に１回生徒会の日を設けて、話し合いを進め、よりよい学校生活
をめざし、活動しています。

このように、千歳中学校では来年の小中一貫校に向けて、千歳っ
子がつながっていける学校をつくっていきます。

　私は、今年千歳小学校に転校してきました。たくさんの人が声をかけてくれた
り、休み時間はいろいろな学年がまざって遊んだりしたので、これからの学校生
活が楽しみだなと感じました。みんなと一緒に活動したり、これからの活動を友
達と話したりする中で、よりよい千歳小学校にしたいという気持ちが湧いてきま
した。そして、後期児童会長になり、みんなと一緒に取り組んでいくことを決心
しました。
　まずは、毎週行っている挨拶運動です。一人一人の目を見て挨拶をすることを
意識し、笑顔で挨拶を増やすことで楽しく登校できるように心がけています。ま
た、それぞれの委員会では、めあてを達成できるように取り組み、結果を共有で
きるスペースを作ったりしています。仲良し班でも交流の機会を増やしていま
す。運営委員会の仲間と全校が楽しめる行事を企画している時間は本当に楽しい
です。
　みんなが笑顔になれる千歳小学校にしていきます。

千歳小学校 6年

沓
くつかけ

掛 　 由
ゆ い

依

千歳中学校 3年

宮
みやなり

成 　 優
ゆ う か

花

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

今回から議会だよりがもっと見やすくなるように
UD フォントを使用するようになりました。
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市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

次回12月定例会は、
11月30日に開会予定です。

今
回
議
会
だ
よ
り
で
使
う
写
真
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に
大
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